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ビックデータの考え⽅�
量�

Volume�
速さ�

Velocity�
多様さ�
Variety�

新たなサービス�
・事業の創造�

業務の�
効率化・最適化�

売上の�
伸⻑・拡⼤�

個⼈/個機/個票データ�
環境データ�

リアルタイム観測�
動的データ�

構造化データ�
⾮構造化データ�

適切なデータ解析による情報抽出�
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⼀般的なビックデータの活⽤�

l  課題認識が(⽐較的)明確であり、価値の源泉が説明しやすい�
l  時間軸が秒・分〜年レベルであり、事業における⾏動タイミングと⼀致し

ている。�
l  データと活⽤先が同⼀（あるいは類似）であり、PDCAが回しやすい�

課題認識� データ解析�
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環境・⾃然ビックデータ活⽤の難しさ�

l  ⼀次産業、⾃然災害等を除き、⾃然・環境データと事業・⾏動との関係性
が複雑で価値を明確に説明しづらい。�

l  (特に気候変動データは)広域かつ時間軸が⻑く、事業における⾏動領域＆
タイミングと⼀致させることが難しい場合が多い。�

l  データと活⽤先が異なっており、PDCAが回しにくい。�
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環境・⾃然ビックデータのビジネス展開？�

新たなサービス�
・事業の創造�

業務の�
効率化・最適化�

売上の�
伸⻑・拡⼤�⾃然科学データと�

社会・経済データの統融合�
�

相互関係の理解深化�
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ビジネス展開における３つの課題�

Ø  観測データ、解析データの権利規則の統⼀�
Ø  オープンデータ化の促進�
Ø  ⺠間データ活⽤・統融合推進のための制度設計�

データ権利の明確化と納得性�

Ø  ⺠間ユーザーが活⽤・事業化しやすいUI、開発・利⽤環境・条件の整備�
Ø  ⻑期的なデータ提供・インフラ運⽤の保障�
Ø  インフラ維持に必要となる資⾦循環のためのスキーム形成�

データ利⽤を⽀えるインフラ整備と安定性�

Ø  環境・⾃然ビックデータと社会・経済ビックデータの結合推進�
Ø  研究者と⺠間事業者との連携・協⼒のための「場」の形成�
Ø  規制・制度とのリンケージ�

ビジネス機会の創出と持続性�
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今後のビジネス展開に向けて�

データ基盤の提供�

科学的成果の集約�

⺠間事業者�

ネットワーク形成�

⾃然科学に強い�
データサイエン
ティスト育成�

⺠間データ活⽤�

社会・市場ニーズ
の創出と事業化�

ビックデータ�

意思決定を実現する情報�

課題�


